
農林水産業は、自然資本（ナチュラルキャピタル）※を利用して、食料や木材、その他の
多面的機能などのさまざまな恵みを生み出す産業です（近年はこれらの”自然の恵み”を生み
出す土地や海域の総体を総称して、生態系サービスと呼んでいます。 ）。持続的な農林水産
業の実現には、生物多様性を含めた自然資本の保全が欠かせません。

自然資本とは、”自然の恵み“を資本としてとらえたものであり、将来にわたって自然資本
を持続的に利用して農林水産業を営むためには、その恩恵を受ける全ての人々が自然資本や
そこから生み出されるさまざまな生態系サービスの社会・経済的な価値を認め、その恩恵の
対価として支払いを行うことを受け入れる社会を実現することが必要です。

▌ 農業・森林・水産業の多面的機能

２ 農山漁村 × 生物多様性

農林水産業は自然の恵みを利用するだけでなく、様々な恵みを生み出しています。これを、多面的
機能（生態系サービス）と呼んでいます。
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※自然資本（ナチュラルキャピタル）：自然環境を国民の生活や企業の経営基盤を支える重要な資本の一つとして捉える考え方。
森林、土壌、水、大気、生物資源など、自然によって形成される資本のこと。
詳しくはこちら→http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/s_keizai_renkei.html

農業・森林・水産業の多面的機能

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/s_keizai_renkei.html


山形県鶴岡市の温海町森林組合では、杉を伐採した直後の収入が得にくい期
間、江戸時代から行われてきた焼き畑による温海カブの栽培を行っています。
温海カブの販売益を再造林の経費の一部に充て、新たなスギ苗を植樹すること
で、森林経営を回しつつ、地域の在来作物の保全にも役立っています。

また、カバークロップとしてワラビを植え付け、下刈り作業の軽減を図るほ
か、ワラビ収穫による収入を下刈経費の一部としています。

▌ 在来作物の保全×林業経営

▌ 生物多様性保全活動と経済活動とのシナジーとトレードオフ

農林水産業は、適切に行われれば生物多様性を含めた自然資本の保全に貢献しますが、その劣化を引
き起こす原因にもなりえます。食料生産と多面的機能の間には常に相乗効果（シナジー）があるわけで
はなく、一方が増加すれば他方が減少するというトレードオフの関係があるものもあります。

生物多様性に配慮しない生産・流通・消費は、自然資本やそこから生み出される生態系サービスの劣
化を引き起こす可能性が高く、社会・経済・環境の将来にわたる持続可能性を脅かすおそれがあります。
近年では、さまざまな経済活動と自然資本、生態系サービスの間にひそむトレードオフを減少させ、シ
ナジーを高めるための研究（NEXUSアプローチ）が進められています。

持続可能性が危ぶまれている資本の代表例
・石油、石炭及びこれらから生産される製品、紙、パーム油、カカオ、大豆

（出典：山形県温海町森林組合）

（出典：本長株式会社）
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あつみちょう

温海カブ
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